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証原発立地審査指針に関する国会質疑応答資料

会議名（開催日）：第189回国会予算委員会第七分科会第1号

(平成27年3月10日(火曜日)〉

○質問者：菅直人議員

○回答者：田中俊一原子力規制委員長

以下は、公式会議録

1で乳ifriroknnsβhtml〃てaigiroku/00371892015031Q0httP:"www・shugiingQgjplinternet/itdb

01_htmより関係部分の抜粋

○菅（直）分科員

まず、もともと原発立地審査指針というものがあったわけですけれども、現在これがど

うなっているのか。廃止はしていないけれども適用されていないというような説明もあり

ますが、簡単に言えばどういう状態にあるのか、法律的な位置づけをお聞かせください。

○田中政府特別補佐人立地指針は、廃止ということではありませんけれども、従来、立

地指針の適用というのは、重大事故とか仮想事故とかということを、事故の想定をしまし

て、それが敷地外に過大な影響を及ぼさないという線量の基準等を定めてやっていたんで

すが、実際には、福島の事故では、それを上回るような事故が起こりました。

ですから、これを適用するということではなくて、今回の指針では、重大事故、いわゆ

る過酷、シビアアクシデントにいろいろ想定しまして、それについて対策も求めまして、

そういうことで対処していますので、立地指針そのものは適用されていないというのが現

在の適合性審査の状況でございます。

○菅（直）分科員適用しないでもいいということですか、法律的に。

○田中政府特別補佐人従来の、今までの立地指針を適用するということが実態に合わな

い、要するに福島のようなことになりますので、そういうことではなくて、今回のシビア

アクシデントを想定した場合に、きちっとそれに対する対策とかさまざまな対策を求めま

したので、そういった立地指針に基づいて規制をするのはかえって現実に合わないし、決

してより安全な対策ということにはなりません。

～

○菅（直）分科員失礼ですが、聞いていることをお答えください。
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つまり、実態に合わないということはわかりました。普通、実態に合わなくなった法律

は、少なくとも廃止するかするわけです。しかし、それを残したまま、実態に合わないか

ら適用しないといったら、では、法律でどういう規定があっても、それは実態に合わない

から、法律には書いてあるけれども、もうそれは関係ないんだ、そんなことを勝手に、例

えば委員長が言う権限があるんですか。

○田中政府特別補佐入現在の審査では、重大事故等と対策の有効性を確認するとしたと

ころでありまして、現行の審査基準では当該指針をその中に位置づけていないということ

であります。

○菅（直）分科員ですから、そういうことを委員長の判断でやっていいということです

か。指針がある、しかし適用しない。それは委員長の権限なんですか。

○田中政府特別補佐人審査指針というのは、法律的な位置づけではなくて、審査をする

ガイドラインのようなものですので、そういう意味で指針を改定したということでありま

す。

○菅（直)分科員指針を改定したんですか。先ほどは、そのままだと言われたんですよ。

改定したんですか。

○田中政府特別補佐人改定したというか、実質的に、審査の中での適用の考え方を変え

たということでございます。

○菅（直）分科員今後の扱いをよく気をつけてください。私は、はっきりした方がいい

と思いますよ。

つまりは、あるけれども適用しない。では、それは委員長の権限かと言ったら、それも

はっきりしない。

しかも、この指針は、ある意味では非常に重要な指針なんですね。従来、重要であった

というだけではなくて、例えば、「原子炉の周囲は、原子炉からある距離の範囲内は非居住

区域であること｡」ここに言うある範囲というのは、重大事故の場合に、その距離だけ離れ

た地点に人がい続けるならば、その人に放射線障害を与えるかもしれないと判断される距

離までの範囲とするという規定がありますよね。
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つまり、こういう形で数十年前にできた指針が、その後、例えば住宅がふえたりして、

この指針に合わなくなっているわけですよ、現実は。今後どうするかですよ。

今後どうするかというときに、指針が合わなくなったから、指針は残すけれどもそのま

まにするのか、それとも、こういう条件が満たされないところには原発を置かないのか、

そういう判断になるわけですよ。そうじゃないですか。

○田中政府特別補佐人従来の立地指針では、いわゆる重大事故が起きても全身に対して

二百五十ミリシーベルト、それから仮想事故が起きても全身に対して二百五十ミリシーベ

ルト、甲状腺は少し違うわけですけれども、そういった基準を定めて、それが敷地内、境

界で担保できるということで、今まではそういった立地指針の適用がされてきました。

しかし、今回の福島の事故では、そういったことができないということがわかりました

ので、その指針に基づかないで適合性審査をするというふうに切りかえています。

ですから、審査指針をどういうふうに適用していくかということについては委員会とし

て決定すればいいわけですので、今回は新しい審査指針に基づいて審査を行っているとい

うことでございます。

○菅（直）分科貝これ以上は繰り返しませんが、指針はちゃんと改定したというのなら

いいですよ、それで。しかし、指針はそのままにして、新規制基準がこうなっているから

それはほっておくんだというのは、少なくとも国民的に見たら、一体どうなっているんだ

と。

今でも、たしかホームページなんかではこの指針のことがちゃんと出ていますからね。

それが適用除外になったということが、ちゃんとどこか、法律的な手続があったとは聞い

ていません。
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